文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ3　水野　修（情報学部　情報通信工学科）

著書

なし
査読付き論文

なし
国際学会論文（査読付も含む）

Hyoga Tajima, Yusuke Nakajima, Osamu Mizuno, “Design of Information System in Disaster-robust Zero Energy Vehicle”, The 6th International Conference on Information and Communication Technologies for Disaster Management (ICT-DM),  Paris, France, Dec. 2019.　（査読付き）
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

なし
招待講演
なし
口頭発表

1. 田島　氷河，井上　勇気，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットの移動モデルの検討，電子情報通信学会技術報告 ICTSSL2019-7，vol. 119, no. 60, pp.33-38，2019年5月．

2. 田島　氷河，井上　勇気，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける重要情報配信方式，2019年電子情報通信学会ソサエティ大会, BS-5-2，2019年9月．

3. 田島　氷河，井上　勇気，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける災害情報共有方式, 電子情報通信学会技術報告, vol. 119, no. 226, ICTSSL2019-19, pp. 17-22，2019年10月．
4. 田島　氷河，井上　勇気，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける実使用に向けた災害情報共有方式の検討，電子情報通信学会 第２１回ネットワークソフトウェア研究会，2020年1月．
5. 鈴木　洋勇，田島　氷河，水野　修，データの重要度に着目したDTNにおけるデータ送信制御方式，2020年電子情報通信学会総合大会, B-7-22，2019年3月．
6. 田島　氷河，井上　勇気，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける移動モデルを使用した災害情報共有方式の評価，2020年電子情報通信学会総合大会, A-19-1，2019年3月．
7. 飛永　尚輝，田中　槇志，田島　氷河，水野　修，小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける災害関連情報収集・配信アプリケーション，2020年電子情報通信学会総合大会, A-19-2，2019年3月．
8. 田中　槇志，飛永　尚輝，田島　氷河，水野　修，災害関連情報提供システムの運用地域に向けたカスタマイズ，2020年電子情報通信学会総合大会, A-19-2，2019年3月．
外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. 水野　修、文部科学省・科研費・基盤C一般／平成30～32 年度／1,100 千円、不安定なアクセス状況下における自律的なデータ発見配備方式(研究代表者）
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

なし
輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
学士2名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
・電子情報通信学会　2019年 安全・安心な生活とＩＣＴ研究会研究奨励賞
田島 氷河「小型自立移動式災害対策支援ユニットの移動モデルの検討 」, 電子情報通信学会技術報告 ICTSSL2019-7，vol. 119, no. 60, pp.33-38，2019年5月．
